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要旨 
2012 年度の「ぐんま方言かるた」の制作以降、4 年間、それを用いた方言教育実践活動
を続けてきた。本研究ノートでは、これまでの方言教育実践活動を紹介するとともに、こ
れらの実践活動を踏まえ、今後の日本における方言教育のあり方について提言する。 
提言は、主に児童生徒を対象とした方言教育の内容とその取り組み方についての二つで
ある。主に児童生徒を対象とした方言教育の内容とは、消滅の危機に瀕する現代日本語方
言の保存・継承のためには、実際に話したり聞いたりすることができるような、児童生徒
が生きる地域に根差した言語教育であるべきであるということである。方言教育への取り
組み方としては、初等、中等教育はもちろんのこと、幼児教育や高等教育を含めた学校教
育において、また家庭教育や地域教育において、地域全体を巻き込んだ社会的な方言教育
が展開されることが必要であるということである。 
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１ はじめに 
2012 年度の「ぐんま方言かるた」の制作以降、4 年間、それを用いた方言教育実践活動
を続けてきた。ここでは、これまでの方言教育実践活動を紹介するとともに、これらの実
践活動を踏まえ、今後の日本における方言教育のあり方について提言する。 
本研究ノートの構成は次のとおりである。まず、現代日本語方言は消滅の危機に瀕して
おり、その保存・継承のためには方言教育が必要であることについて述べる。次に、群馬
県において、2012 年度から活動を続けてきた方言かるたを用いた方言教育の実践活動例を
紹介する。最後に、それらの実践を踏まえて、今後の日本における方言の保存・継承を目
的とする方言教育のあり方を提言する。 
 
 
２ 消滅の危機に瀕する現代日本語方言 
消滅の危機に瀕する日本の方言としては、ユネスコ（国連教育科学文化機関）が 2009（平
成 21）年 2月に発表した“Atlas of the World's Languages in Danger”に基づき、8言
語・方言（注１）が指定されている。これを受け国立国語研究所の共同研究プロジェクト「消
滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は、これら危機方言の調査を行い、その特
徴を明らかにすると同時に、言語の多様性形成のプロセスや言語の一般特性の解明にあた
っている。また、方言を映像や音声で記録・保存し一般公開することで、危機方言の記録・
保存・普及を行っている。 
また、2011(平成 23)年の東日本大震災及び津波被害、東京電力原子力発電所事故の影響
による東北方言話者の激減を受け、東北方言もまた消滅の危機に瀕している。これを受け
文化庁は、被災地域の方言の保存・継承の取組や方言の力を活用した復興の取組を支援す
ることにより、被災地域の方言の再興及び地域コミュニティーの再生に寄与することを目
的とした「被災地における方言の活性化支
援事業」を行っている。大野・小林(2015)、
福島大学(2015)、今村(2015)などが最新の
成果報告である。 
一方、ユネスコの指定の 8言語・方言や
東北方言のような消滅の危機に直面する
方言以外の日本全国各地の方言において
も、消滅の危機は最大の課題であるといえ
る。程度の差こそあれ、マスメディアの普
及に伴い共通語が降り注ぐ日本語方言の
すべてが消滅の危機に瀕していると言っ
ても過言ではない。 
 
【図 1】鑓水（2009）より 
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【図 1】は、『方言文法全国地図』（GAJ）第 1～3集の 144項目の共通語使用率を都道府
県別に集計して地図化されたもの（鑓水兼貴氏による）である。『方言文法全国地図』（GAJ）
は、1891～1931年生まれの男性話者 901名を対象とした方言調査の結果を地図化したもの
であり、日本各地の高齢者の方言実態を把握することができる。【図 1】を見ると日本各地
の高齢者においても共通語化が進んでいることが読み取れる。共通語の基盤となった東京
方言が属する西関東方言区域（注 2）は共通語の使用率が高いことを示す濃い網掛けとなるこ
とは想像に難くないが、なかでも群馬県はその傾向が際立っていることが読み取れる。 
【図 2】は、全国の中学生対象の調査結果で、『日本言語地図』（LAJ）82項目の標準語
形の使用を県別にグラフ化したもの（井上史雄氏による）である。横軸は京都からの鉄道
の距離を、縦軸は標準語形の使用率を表している。これを見ると、京都からの距離に関係
なく、全国どの都道府県の中学生もほぼ 80～90％の割合で標準語形を使用していることが
読み取れる。井上氏の調査は 1990年代に行われた調査であるから、現在から 20年ほど前
の若者においてさえ共通語化が相当進んでいたことがわかる。 
 
以上のように、各地の現代日本方言は、地域による程度の差こそあれ共通語化が進んで
いる。また、若い世代ほど共通語化が進んでいると考えられる。ユネスコの指定する 8言
語・方言と同様に、すべての日本語方言において、今後、記録・保存・継承活動が行われ
なければならないと考えられるのである。 
 
 
３ 方言教育の必要性 
前節のような背景を受け、最近の方言研究における方言教育への注目度は著しく高い。
日本方言研究会の第 100回大会(2015年 5月 22日)において、「方言教材の開発と方言教室
 
【図 2】井上（2007）より 
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の開催」が創立 50周年記念企画となったことがそれを象徴している。 
山田（2006）は、方言教育に関して「地域人としてのアイデンティティをことばから獲
得していく」教育としてとらえ、「学校教育での「方言」への関心、ひいては「ことば」へ
の関心は、今、早急にかつ長期的視野に立って進められていくべき学習」（山田 2006:37）
として推奨している。とりわけ、消滅の危機に瀕する日本語方言を保存・継承するために
は、方言教育が有効であり、必要不可欠であろう。教育の力を活用することで、言語の普
遍性である変化は尊重しつつも、日本各地の文化の象徴である方言を保存・継承すること
は可能である。そのためには、まず国語教育における方言教育の充実を図っていくことは
欠かせない。 
日本語を母語とする児童生徒への方言教育の目的には、少なくとも次の三つがあると考
えられる。第一は保存・継承を目的とするもの、第二は共通語教育を目的とするもの、第
三は言語教育の基礎づくりを目的とするものである。 
現行の国語教育における方言の扱いはその第二が中心である。小学校に限って述べれば、
方言は「共通語と方言との違いを理解し，また，必要に応じて共通語で話すこと。」(文部
科学省 2008：25)と位置付けられている。方言と共通語とを対比させることにより、共通語
で話す時と場を意識させ共通語を駆使できるように指導するということである。現行の国
語教育における方言の扱いは、共通語の教育のための対比の意味合いが強く、保存・継承
の対象ではなく、共通語の対比として扱われているのである。しかし、方言消滅の危機に
瀕し、方言見直しや方言尊重の機運の高まる現代においては、保存・継承を目的とする方
言教育（方言教育の目的の第一）も国語教育の中で扱うことが重要になってくるのである。 
 
 
４ 群馬県における方言かるたを用いた教育活動 
４．１ 2012年度の活動 
 2012 年 4 月、「ぐんま方言かるた」(【図３】)は、共愛学園前橋国際大学の 3 ゼミ（方
言研究、美術教育、産学連携）の研究者及び学生によって共同制作が開始され、同年 12月
に完成し、販売が開始された。この制作プロジェクト活動は、「ぐんま方言かるた」プロジ
ェクトと名付けられ、その目標は、地域文化及び地域文化教育への貢献、地域経済の活性
化であった。読み札制作は方言研究ゼミ、絵札制
作は美術教育ゼミ、企画、販売は産学連携ゼミが
それぞれ担当した。プロジェクトに関わった学生
はおよそ 20 名である。プロジェクトには地元企
業からも協力が得られ、群馬県出身の FM ラジオ
局アナウンサーの読みあげ CD も付属する方言か
るたとなった。発売以降、販売は産学連携ゼミの
学生に引き継がれ、「上毛かるた」に代表される
  
【図３】ぐんま方言かるた「け」 
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かるた好きの土地柄とも相まって、2016年１月末現在、約 8000セットを売り上げている。 
「ぐんま方言かるた」は、群馬県方言が句頭に読み込まれていること、小学校国語教育
の教材として利用できる内容であること、幅広い年齢層が楽しめる内容であることを基本
方針に制作された。かるたの方言教育的な特徴は、俚言を羅列する一般的な方言かるたと
は異なり、方言アクセント、新方言、学校方言の 3 視点をかるたに取り入れていることで
ある。方言アクセントを方言かるたに取り入れることにより、方言は語彙的なバラエティ
ーだけではなく、アクセントをはじめとする様々な要因により成立していること、すなわ
ち言語は体系であることを理解させたいという教育的意図があった。また、新方言をかる
たに取り入れることで、地域によりさまざまな方言が存在するという地理的な軸で方言を
とらえる見方（共時的な見方）に加えて、世代により様々な方言が存在するという時間的
な軸でとらえる見方（通時的な見方）にも気付かせることを目指した。さらに、学校方言
を取り入れることで、身近なことばの中にこそ方言が存在していることにも気づいてほし
いと考えた。方言が、実は共通語のように地域の学校や社会の中で通用し、世代を超えて
改まった場面でも用いられていることに気づいてほしいと考えたのである。学校方言とは、
「限られた地域の主に学校社会で使われる表現」(佐藤 2012:18)である。学校方言をかるた
に採用することで、教材として利用価値を高め、幅広い年齢層が楽しめる工夫も施したの
である。制作過程は佐藤（2013）に詳しい。 
「ぐんま方言かるた」は、大学と連携関係にある前橋市と伊勢崎市の全小学校に大学か
ら寄付された。そのこともあり、方言かるたを教育活動に活用しようという動きが学校側
で生じ、学校からの依頼を受け、プロジェクトは授業補助を行った。授業は、伊勢崎市の
小学校 5 年生の総合的な学習の時間である。そのねらいには「郷土の言葉や文化への関心
を高める」「（キャリア教育として）大学生とふれあい将来についての視野を広げる」があ
げられている。具体的な授業補助活動は、児童がかるたとりを行うにあたり、読み札を読
んだり読み札の方言を解説したり対戦したり審判をしたり、あるいは方言かるたができる
までの過程を説明したりということであった。この活動をきっかけに、プロジェクトの活
動は、群馬方言の保存・継承のための活動が中心となっていった。 
 
４．２ 2013～2014年度の活動 
2013年度～2014年度の「ぐんま方言かるた」を用いた教育実践活動には、方言かるた大
会、PTA活動補助、その他の地域社会教育がある。なお、プロジェクトは、その活動目的を
2014年度から「群馬の文化である群馬方言の保存と継承」に変更した。 
 「ぐんま方言かるた」大会は、プロジェクトの後輩によって受け継がれた活動である。
販売開始の翌年の 2013 年度には、大学の地元地域の公民館と共催で、公民館管内の児童を
対象に、3 名一組の団体戦によるかるた大会を開催した。参加児童は 13 名と小規模ではあ
ったが、引率してきた保護者も巻き込んで楽しい大会となった。2014 年度は、大学と連携
関係を結ぶ前橋市及び伊勢崎市を中心に広く子どもたちに呼びかけて方言かるた大会を開
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催した。大会は低、中、高学年別の個人戦で行った。日程が地域のバザー等と重なったに
もかかわらず、参加児童は 37 名となった。大会は地元の新聞やテレビにも大きく取り上げ
られ、注目を集めた。プロジェクトの学生たちは、3 ゼミの合同会議を定例で開催し、企画、
広報活動（学校へのチラシ配布、近隣スーパーマーケットにポスター掲示など）、方言かる
た CD の読み手への出演依頼、教育委員会等への後援依頼、大会運営等すべてを協同で行
った。また、資金についても県の補助金制度に応募し、活動に係る費用の一部を獲得した。 
PTA活動補助とは、PTAの親子交流に方言
かるたを取り入れようとする動きに応える
活動である。前橋市の小学校 3 年生の PTA
からは、学年保護者会において親子交流の
一つとしてかるた大会を行うので補助して
ほしいという依頼があった。また、伊勢崎
市の小学校 PTA 本部からは、災害危機に備
えた「体育館に親子で泊まる体験」で、方
言かるた大会を行いたいので大学生に手伝
ってほしいという依頼があった。このよう
な方言かるたを取り入れた PTA 活動は、世代を超えて方言に触れることができる絶好の機
会であり、方言の保存・継承という目的に最も近い教育活動であると考えられる。 
 その他の地域社会教育には、公民館での高齢者教室での活動がある。児童生徒以外の対
象であっても方言を地域文化として認識し、地域全体で保存・継承の機運を高めていくこ
とは方言教育にとっても重要である。なお、この活動は『読売新聞』教育ルネッサンス「方
言を伝える」4（2014年 2月 14日）に取り上げられた。 
 
４．３ 2015年度の活動 
2015 年度は、かるた大会の開催・運営に加えて、ぐんま方言かるた体験会、新たな方言
教材制作という活動を展開した。 
まず、プロジェクトの中心である「ぐんま方言かるた大会」は、これまでの活動を踏ま
え、前橋市、伊勢崎市に加えてその周辺の高崎市、桐生市、みどり市にも子どもたちへの
呼びかけを広げた。参加児童は 28名であった。常連の参加児童が生まれるなど、大会が地
域に定着しつつあるという手ごたえを感じる大会となった。 
次に、プロジェクトは「ぐんま方言かるた」の体験会を児童文化センター、学童クラブ、
ショッピングモール等で開催した。前橋市児童文化センターでの体験会（注 3）は、3 回（6
月、9 月、11 月）行い、同センターに来ていた幼児や小学校低学年を中心とする子どもと
その親や祖父母が数多く参加し、盛況であった。学童クラブでの体験会は、高崎市と伊勢
崎市の学童クラブで各１回、行った（注 4）。小学校の低・中・高学年で分けて、能力差が生
じないように工夫することで子どもたちの興味関心を高めた。その結果、かるたの説明カ
 
【図４】2014年度「ぐんま方言かるた」大会の様子 
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ードを熟読したり「読み札を読んでみたい」と言い出したりする子どもがいた。ショッピ
ングモールでの体験会は、群馬県が主催する「魅力、再発見！ぐんまフェア」の一つの展
示としてのものである。10 月に太田市のショッピングモールで開催された。当日は、ショ
ッピングモールへの来店者を対象に、幼児・児童から大人まで様々な年齢層の参加を得た。 
 さらに、プロジェクトは新たな方言教材を制作した。「ぐんま方言かるたすごろく（2015
年度版）」（【図 5】）と「電子紙芝居ももたろう群馬方言バージョン」（【図 6】）である。 
「ぐんま方言かるたすごろく（2015
年度版）」は、方言かるたの札を随所に
散りばめつつ、群馬県内の観光地などを
楽しく学びながら巡る内容となってい
る。このすごろくには試作版（2014 年
度版）がある。試作版は子どもたちが群
馬県内の名産品、産業、文化、名所など
を遊びながら知ることができるように
という目的で、学生が自主的に作成した
もので、2014 年度のかるた大会の参加
賞として作成したものであった。2014
年度版が好評であったことから、プロジェクトでは、2015 年度に、すごろくで止まるポイ
ントを増やすなどして内容をより向上させ、「ぐんま方言かるたすごろく（2015 年度版）」
を制作した。2015 年度のぐんま方言かるた大会の参加賞として子どもたちに配付した。現
段階ではデザインを重視した内容となっており、次節で触れるように、方言教育という視
点ではさらに改良を重ねる余地がある。 
「電子紙芝居ももたろう群馬方言バ
ージョン」は、プロジェクトのメンバ
ーが作成し PC ソフトのパワーポイン
トを用いて作成した電子紙芝居である。
群馬方言を意識的に多く取り入れた台
本を作成したうえで、おとぎ話「もも
たろう」に自作のスライドと方言の台
詞を同時に取り込んだファイルとなっ
ている。そのため、PCさえあれば無人
で繰り返し紙芝居を上映することができる。この電子紙芝居は、2015 年 9 月に前橋児童文
センターで行った「ぐんま方言であそぼう！」と題したワークショップで上映した。ワー
クショップに参加した児童にはデジタル紙芝居を印刷した冊子を参加賞としてプレゼント
した。 
 
 
【図５】「ぐんま方言かるたすごろく（2015年度版）」 
 
【図６】「電子紙芝居ももたろう群馬方言バージョン」の一場面 
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５ これからの方言教育のあり方 
５．１ 方言教育の内容 
方言の保存・継承のための方言教育においては、地元の方言に直接触れる「話す・聞く」
ことができるような工夫を施すことが不可欠である。例えば、方言教材を開発・活用する
場合においても、児童生徒が実際に地元の方言を話したり聞いたりする活動を必ず取り入
れた教育を展開する必要がある。 
群馬県における方言かるたの開発とそれを用いた 4年間の活動を例に具体的に見てみる。
「ぐんま方言かるた」大会や体験会は、方言を「聞く」ことに主眼を置いた教育活動とな
るが、体験会で奇しくも子どもたちの間から湧き出た「札を読みたい」という生の声を大
切にすれば、「話す」活動へと発展させることも十分に可能である。そもそもかるたは子ど
もどうしで読み上げ、取り合って遊ぶものであるから、「話す・聞く」を重視する方言教育
には最適な教材なのである。「ぐんま方言かるたすごろく」では、コマが止まったところの
ゲームとして、「読み札を 3回読む」、「近くにいるお年寄りから方言を教えてもらう」、「隣
の人に自分の知っている方言で話しかける」など、意図的に「話す・聞く」活動を取り入
れるとよい。その意味では 2015版にはまだ工夫する余地があり、今後改良を重ねていかな
ければならない。「電子紙芝居ももたろう群馬方言バージョン」は、方言を「聞く」教材で
ある。また、前節で述べたワークショップ時に配付した紙芝居を印刷した冊子は「読む」
教材である。方言を知るという意味では有効な教材といえよう。繰り返し何度でも聞くこ
とができるという利点もある。ただし、方言の持つ大きな特色である生活語というという
意味では、物足りない面がある。2015 年度の活動に全面的に協力いただいた前橋市児童文
センター館長の小暮栄子氏からは、この紙芝居をバーチャルではなくリアルに子どもたち
の前で学生たち自身が上演するべきであるというアドバイスをいただいている。ペープサ
ート劇、パペット劇、方言童話読み聞かせ、エプロンシアター等が有効であり、次年度以
降の取り組みが期待されるところである。これらが実現されれば、方言を「話す・聞く」・
方言に「触れる」という段階から、方言で「会話する」・方言を「使う」という段階へ、確
実に進展することになる。 
 
５．２ 方言教育への取り組み 
山田敏弘氏はその論文で、「家庭や地域が成長過程で習得するものとしての方言を教える
力を失っているとしたら、学校、特に初等教育では、話しことばで野卑なものというレベ
ルより高い意識で、方言を母語として位置づけ、学ぶべきものとして学習させていくこと
を考えなければならない」（山田 2006：38）と述べている。これは初等教育における方言の
扱われ方のあるべき姿ということができよう。これを踏まえたうえで、方言の保存・継承
をめざすためには、初等、中等教育はもちろんのこと、幼児教育や高等教育を含めた学校
教育において、また家庭教育や地域教育においても教育活動が展開されなければならない。
地域全体を巻き込んで、方言教育を社会的な取り組みとしていくことが必要である。 
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 「ぐんま方言かるた」を用いた教育活動を例に考えてみる。【図 7】は「ぐんま方言かる
た」を用いたこれまでの教育活動の主なものを学校教育、家庭教育、社会教育のそれぞれ
の分野に位置づけて分類した図である。学校教育における「ぐんま方言かるたの制作、か
るた大会の企画運営他」及び「国語や総合的な学習の時間などの授業補助」と社会教育に
おける「高齢者教室」以外は、いずれの活動も複数の教育分野に跨っていることがわかる。
方言の保存・継承を目的とした教育活動は、群馬県における方言かるたの開発とそれを用
いた 4 年間の活動に象徴されるように、学校教育、家庭教育、地域教育の 3 者が有効に関
わりながら展開、推進されて行かなければならないと考える。 
 
 
６ おわりに 
日本各地で地域の方言が消滅の危機に瀕している現在、これからの方言教育においては、
方言の役割や価値を認識させるだけの教育にととまらず、実際に話したり聞いたりするこ
とができるような、児童生徒が生きる地域に根差した言語教育が必要である。その取り組
み方としては、初等、中等教育はもちろんのこと、幼児教育や高等教育を含めた学校教育
において、また家庭教育や地域教育において、地域全体を巻き込んだ社会的な方言教育が
展開されることが必要なのである。 
「ぐんま方言かるた」を用いた活動は、これまでの活動を引き継ぎつつ、課題解決を目
指し、さらに新たに展開していかなければならない。その課題は、方言教育活動の充実で
あり、現在の方言教育教材の改良と新たな教材開発である。ぐんま方言かるたを用いた一
連の活動が、今後の日本の方言教育の一つのモデルとなれるよう、プロジェクトのメンバ
ーである学生たちと地道に取り組んでゆく所存である。 
 
【図７】「ぐんま方言かるた」を用いた教育活動の分類 
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注 
注 1 アイヌ語、八重山語（八重山方言）、与那国語（与那国方言）、八丈語（八丈方言）、
奄美語（奄美方言）、国頭語（国頭方言）、沖縄語（沖縄方言）、宮古語（宮古方言） 
注 2 東京都（島しょ部を除く）、埼玉県、神奈川県、群馬県、栃木県（南西部）、千葉県
（一部除く）、山梨県（郡内地方） 
注３ 前橋児童文化センターでの活動は、「地(知)の拠点整備事業」共愛学園前橋国際大
学地域志向教育研究支援制度 平成 27 年度地域志向教育研究費の支援を受けた活動
「ぐんま方言フェスティバルプロジェクト」の一つである。 
注 4 そのほか、みどり市の学童クラブでも予定していたが、悪天候のため中止となった。 
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